
気温の3次元的分布から考察した

1987年夏のヤマセについて

後

I はヒめド

λアマセはオホーツク ら吹き始める低過，多極なE廷である。特に;東北地方の太平洋側に

く，古くから数多くの冷害の元凶となっている。 ζれまで接々立角震から，この

ヤマセについての研究が行わ机ている。これらの研究によると県内の気温分和は風上保jの山地や丘

けやすく，八平田山系が最も大きな轡となる。これはヤマセの背がfg;

く，重い性資があるためで，通常その上限が 700-1.500 mで、あるヤマセは標高1，00 0 - 1，5 0 0 

7況の入甲田山系を越えることは難しい。こうした霞控を一つの目安として，本稿では 1987年夏の

ヤマゼの特質を解析しようとこころみた。

{吏用したデータは:三沢の米軍基塩かみ打ち上げられているヲジオゾンダのデータと， 県内 22地点

と秋田県北部，も馬内・大館・鷹ノ巣・能代・八容のアメダスのデータである。

と秋出張北部，期間は 6月 1日かあ 8月 31自までである。

II 1987年夏季の の天気概況

天気器況を欝単にまとめると 6月は全般に平年よりも気誌が高めで，特に上旬は変型の気圧配

してかなり暑い日があった。中旬 13日に梅雨入りし， 7月は闘の日が多く

比べてかなり多かった。月米に停滞性のオホーツク掲高気圧が現れ，梅雨明けが平年より避れ月在

越した。 8月に入っても曇りや国の不順天設が多かった。梅爵明けはS月2日である。

洋側でかなり低め，日本、海鵠ではやや低めであった。ただし

最低気温に限っては平年並みか，やや高めであった。

III 日較差から見たヤマセの

S月 lBは気温が誌とんど上がらず， ζの日は莱内各

地で平年より 5-10oCも気温が抵かった。第1凶に示し

たように， ζの昌の日較差には明らかにヤマセの影響と

言える違いが生じている。八平田山系東部，津軽半島北

東部， にかけての日 2
0

C以下になってい 3 

る。

それ以外の雄戯では最高で6.9
0

Cの吾較差がある等，等‘
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は明らかに不連説が見られる。

れる。 しかしこの日は，全県にわたり

やすく誌っている。

マセの影響は，日本海側が晴天である時，顕著に表

あったにもかかおらず，ヤマセの彰響が強く，把躍し

W 鼠向と気温の関係について

三沢における各員向とその時の平均気温を

第2関に示した。s月-8丹の3 間のアメ
夕、スのヂータから毎正時のJ曳向と風速をみる

も多い思向 3ヶ月l習の約4

東風であった。次に多い東風を加え

ると 5説を越え，この時期は東部りの換が卓

していた。

よりこの嬬東風の吹走時はf患の風向時

よりも地上の気温が抵いことがわかる。

7月と 8丹にはこの影響は顧著に現れており，

g月 19.6
0

C 

でみった。

以上から三三沢におけ

マセであり，地i二の気温分布に強く

;ましてし1る。

したヤ

V ヤマセ吹 時グ)気 の鉛直状

ヤマセの勢力の強さの目安として，その鉛草分布，特に

につい

高さに注目する。

ぞC)

三;r~ 7弓

~~ j i I ! I I I I I 
1-1 1_ I 

2図. 1987年 8丹、 7月、 8月の三沢の

各風肉毎の平均気;昆

ヤマセの上限は 700-1，500 m 

であるが，中には4，000m規模の勢力の大きなヤマセもあ

り，冷夏となった 1980年7月 17日には cの規模のヤ

マセが確認されている。これまでパイポーノレを使っ

500 m位までの観測を行っている例 198 1)や，あ

(m) 
3000 

2作。。

る時聞における大気の状態を謝定した例はあるが，長期に 10的

わたって観施している例は少なく， の大気の状態、は把

しにくい。そこで五沢の米軍基地から打ち上げられてい

るラジオゾンデのデータ恐使って上空600mbまでの大気

の状態からヤマセ

o )
 
(
 
1
 

20 ¥ 

3図は，Cの典型例として 1987年8月 1fヨ9hの大気 第 3罰. 1987年 8月 i司9h の
三沢の気温垂直指菌
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るのがわかる。

の鉛直状態をグラフ化したものである。 1，0 0 0 -2.0 0 0 m 7菩成されてい

の形成要因は色々あるが， i)ヤマセの上限が 700- 1，500 mである乙と。

ii) 1987年5月-8月にかけて，秋田と三沢の逆転暫形成回数を謁べると，秋田で 12田，三沢

が34出と太平洋側で多く逆転属が見ら札たこと。以上よち，第3図に示したような逆転層は，ヤマ

セの上院長示したものと言える。

VI 逆転層形成高度と地上における気温分布の関係につい

1987年 6月-8月さまでで，

し，さら

900 mb 

が形成

されている日に注註するcζこではラジオゾ

ンヂのシグニフィカント・ポイントのず、ータ

を使用した。シグニブイカント・ポイントの

ヂータは打ち上げられたラジオゾンデのデナー

タが気庄が変化した際，その大気の状態を記

るも的で，かなり小さえ五逆転層まで把接

する ζとが出来る。

乙才もによると，上空900mb以上で、偏東j具

が卓越している日は 5月4回， 7月 11百， 8 

月25自とs月に多い。
このシグニニブイカント・ポイントのヂータ

を10mb毎のヒストグラムにしたのが第4留

である。図から 800-1.0 00 mbにかけて逆

が多く発生しており，特;こ 830-860

mb， 9 1 0 -920 mb. 940 -980mbの 3

ケ所に集中して発生していることがわかる。こ

の3ケ所をそれぞれ発生した月日と頚合する
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4図.1987年 6月、 7月、 g月の三三沢上空の
東風系の場合の気温逆転書出現頻度

と， 8 3 0 -8 6 0 rnbの逆転震は 7月318-8月2日にかけて， また， 940 -980 mbの工程較層は

S月8日-8月 12詰にかけて集中して発生している3 これに対し910-920 mbの逆転震は散発

的に発生している。ここでは830-860 mbで逆転躍が形成されている時期を i鶏， 940-980 

mbで逆転層が影或されている時期を H期として，この時の地上での気溢分手fJtこついて考察する。

i期と E期の地上温度分布函に風向を加えたのが第5図でるる。i期1I期ともヤマセが単結し，

太平洋側の気還がi患い。特に最抵気温地点からもわかるように，下北半島東部の気温が著しく部く

なっている。 1期と I期を比較するとz期の方が気視の不連続が密である。 特に最議気温地点も

300Cを越え， 章第のヤマセは八平田山系西側 が小さく， 10日13hの気器分事力、
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8/1 13 h ( 1 ) 

5図. 1其月と II其AO)
{実線は気温、

も弱いことがわかる。

これに対し期は酉{閣の気混が上がらず，東側と

-860 mbにかけて影或されているが，通常850mb

ら ヤマセは戸、宇宙JlJ系を越え，酉調j

四

ヤマセ く，山地や丘設等，

し，地上気調に与える影響を考察してきたが，明らか

8/2 13 h ( 1) 

8/10 13 h ( TI ) 

も小さい。 1期の時の逆転震は830

1，400'-"1，550m位であるζ とか

したとことが考えられる。

い。そこで逆転層形成高震に注目

i玄関連が晃られる。特に県内におい

八甲田山系より高い850mb以上の逆転躍が発生している場合は.a本海へも影響を及ぼす。
このように上空の逆較層形成高度から地上におけるヤマセの勢力範関を予謝することが出来ると

う。
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V阻まとめ

1) 1987年8月-8月lこかけて，青森県の太平洋側には逆転属が多く

分布と，三沢の各競[苛越の気温からヤマセの彰響と考えられる。

し，これは地上気溢

II )逆転層の形成高壊からヤマセの努力を把握することが出来る。 850mb以上に逆転層が形成

されている時;まかなり勢力が強く，地上では広範囲にわたってヤマセ

百〉これまでの研究で明らかにされていたヤマセ吹走時の風上智!の山地や丘陵の影響は 1987

6丹-8月おヤマセにも鬼られ，特に高壌が低く，勢力の弱いもの桂，地形の影響を

すい。

本研究の潜行に対し，終始御指導下ざいました弘前大学教養部・牧田肇先生，農学部・ト

・水野裕先生，後藤雄二先生に探く感謝いたします。

また資料収集に侮協力いただいた青蒜地方気象台，秋田地方気象台，

く御礼申し上げます。
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